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経
由
し
、
長
野
県
小
諸
市
の
佐

久
小
諸
Ｊ
Ｃ
Ｔ
で
上
信
越
自
動

車
道
に
接
続
す
る
延
長
約
１
３

２
㎞
の
高
速
道
路
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
高
速
道
路
の
相
互
連
携

に
よ
り
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

太
平
洋
側
と
日
本
海
側
と
の
連

携
を
深
め
、
広
域
観
光
ゾ
ー
ン

が
形
成
さ
れ
る
。

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
甲
府

市
か
ら
清
水
港
の
所
要
時
間
が

約
５
分
短
縮
さ
れ
、
全
通
時
に

は
約
27
分
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
輸
送
効
率
化
な
ど
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
周
辺
都
市
へ
の
ア
ク

セ
ス
性
が
向
上
し
、
魅
力
あ
る

都
市
圏
の
形
成
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

【
開
通
日
】

平
成
29
年
３
月
19
日
（
日
）
15

時【
開
通
区
間
】

中
部
横
断
自
動
車
道
（
六
郷
Ｉ

Ｃ
～
増
穂
Ｉ
Ｃ
）
／
９
・
３
㎞

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
が
建
設

を
進
め
て
き
た
中
部
横
断
自
動

車
道
の
六
郷
Ｉ
Ｃ
～
増
穂
Ｉ
Ｃ

が
、
平
成
29
年
３
月
19
日(

日)

15
時
に
開
通
す
る
。

中
部
横
断
自
動
車
道
は
静
岡

市
の
新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
起
点

に
、
途
中
、
中
央
自
動
車
道
を

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
期

間
中
に
国
土
交
通
省
か
ら
賞
状

及
び
楯
を
贈
呈
。

【
主
催
】

国
土
交
通
省

で
（
当
日
必
着
）

【
応
募
部
門
・
賞
】

〔
小
学
生
の
部
〕

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優

秀
賞
２
作
品

〔
中
学
生
の
部
〕

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優

秀
賞
２
作
品

〔
一
般
の
部
（
高
校
生

以
上
）
〕

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優

秀
賞
２
作
品

【
入
賞
作
品
の
発
表
・

使
用
】

入
賞
作
品
は
決
定
次

第
、
ご
本
人
に
直
接
通

知
す
る
と
と
も
に
、
国

土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
発
表
し
、
「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
の

推
進
に
幅
広
く
活
用
さ

れ
る
。

【
表
彰
】

や
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

【
テ
ー
マ
】

道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経

済
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ

な
た
の
財
産
で
す
。
み
ん
な
が

道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、

常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全

に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
、
次

世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し

ょ
う
。

【
応
募
資
格
】

小
学
生
以
上

【
応
募
期
間
】

平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）
ま

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８

月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

と
し
て
、
道
路
の
愛
護
活
動
や

道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
等

の
各
種
活
動
の
推
進
に
努
め
て

い
る
が
、
こ
の
一
環
と
し
て
、

平
成
29
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
推
進
標
語
を
広
く
一
般

か
ら
募
集
す
る
。

道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
公
共
施
設
だ

が
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要
性
が

見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
推
進
標
語
の

募
集
を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割

の
信
頼
性
向
上
、
観
光
振
興
な

ど
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。

【
開
通
日
】

平
成
29
年
３
月
18
日
（
土
）
16

時【
開
通
区
間
】

高
速
神
奈
川
７
号
横
浜
北
線

（
生
麦
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
横
浜
港
北
Ｊ

Ｃ
Ｔ
）
／
８
・
２
㎞

る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
横
浜
か
ら

横
浜
港
や
羽
田
空
港
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
が
向
上
し
、
例
え
ば
、

新
横
浜
か
ら
羽
田
空
港
ま
で
の

所
要
時
間
が
現
在
の
約
40
分
か

ら
約
30
分
へ
10
分
短
縮
す
る
。

さ
ら
に
、
横
浜
市
内
の
高
速

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ

れ
、
物
流
の
効
率
化
や
災
害
時

首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
が

建
設
を
進
め
て
き
た
横
浜
北
線

の
生
麦
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
横
浜
港
北
Ｊ

Ｃ
Ｔ
が
、
平
成
29
年
３
月
18
日

（
土
）
16
時
に
開
通
す
る
。

今
回
、
横
羽
線
お
よ
び
大
黒

線
の
生
麦
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
、
新
設

さ
れ
る
横
浜
港
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で

の
延
長
約
８
・
２
㎞
が
開
通

し
、
第
三
京
浜
道
路
に
接
続
す

《
実
施
箇
所
》

▽
道
の
駅

玉
村
宿
（
た
ま
む

ら
じ
ゅ
く
）
・
群
馬
県
佐
波
さ

わ
郡

▽
道
の
駅

も
っ
く
る
新
城

（
し
ん
し
ろ
）
・
愛
知
県
新
城

市▽
道
の
駅

ソ
レ
ー
ネ
周
南

（
し
ゅ
う
な
ん
）
・
山
口
県
周

南
市

【
実
験
概
要
】

《
内
容
》

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
．
０
搭
載
車
を
対

象
に
、
高
速
道
路
を
降
り
て
道

の
駅
に
立
ち
寄
り
後
、
一
定
の

時
間
内
に
再
進
入
し
た
場
合
に

は
、
降
り
ず
に
利
用
し
た
料
金

の
ま
ま
と
す
る
。
（
タ
ー
ミ
ナ

ル
チ
ャ
ー
ジ
の
再
徴
収
を
せ

ず
、
長
距
離
逓
減
等
も
継
続
）

国
土
交
通
省
は
、
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
賢
く
使
う
取

組
の
一
環
と
し
て
、
休
憩
施
設

の
不
足
に
対
応
し
、
良
好
な
運

転
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
全

国
３
箇
所
の
道
の
駅
に
お
い

て
、
高
速
道
路
か
ら
の
一
時
退

出
を
可
能
と
す
る｢

賢
い
料
金｣

の
試
行
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

夏
ま
で
に
順
次
始
め
る
。

今
後
、
休
憩
施
設
同
士
の
間

隔
が
概
ね
25
㎞
以
上
離
れ
て
い

る
空
白
区
間
を
半
減
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
実
施
状
況
を
踏
ま

え
て
、
追
加
選
定
を
行
う
予
定

と
し
て
い
る
。

け
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て

当
面
の
対
策
や
踏
切
道
の
周
辺

対
策
等
、
地
域
の
実
情
に
あ
わ

せ
た
改
良
計
画
の
検
討
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
は
、
指
定
踏
切
道
の
対

策
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
残

る
課
題
の
あ
る
踏
切
等
に
つ
い

て
、
順
次
、
指
定
に
向
け
た
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

５
２
９
箇
所
の
指
定
を
行
っ

た
。今

回
指
定
す
る
踏
切
は
、
改

正
法
に
基
づ
く
本
格
的
な
指
定

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
改
正
法
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
立
体
交
差
化
や
拡
幅
等
だ

国
土
交
通
省
で
は
、
課
題

の
あ
る
踏
切
道
と
し
て
全
国

１
，
４
７
９
箇
所
を
「
踏
切
安

全
通
行
カ
ル
テ
」
と
し
て
公
表

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
踏
切

道
を
中
心
に
、
改
正
踏
切
道
改

良
促
進
法
に
基
づ
き
、
新
た
に

３
月

日(

金)

ま
で

期
連
携
も
期
待
で
き
る
。
全
国
で
は
Ｉ
Ｃ
か

ら
５
㎞
圏
に
も
入
ら
な
い
高
速
道
路
の
利
便

性
の
低
い
地
域
も
多
い
。
企
業
立
地
ニ
ー
ズ

等
が
高
け
れ
ば
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
や
ア
ク
セ
ス

道
路
も
整
備
さ
れ
る
。
諸
外
国
の
よ
う
に
４

～
５
㎞
間
隔
で
Ｉ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
る
日
も
夢

浮
橋
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
が
、
官
民
挙
げ
て
成
長

戦
略
を
練
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
政
策

の
重
点
化
・
手
段
の
最
適
化
を
進
め
る
こ
と

を
強
く
望
み
た
い
。
肝
心
な
の
は
、
持
続
的

な
成
長
に
資
す
る
方
策
に
知
恵
を
絞
り
、
昂

然
と
そ
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
で
あ

る
。
地
方
の
未
来
が
拓
か
れ
て
こ
そ
、
日
本

の
未
来
が
拓
か
れ
る
。

双
方
の
事
業
者
向
け
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
．
０
利
用

促
進
策
、
ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
率
向
上
策
等
も

ユ
ー
ザ
ー
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
道
路
の
ス

ト
ッ
ク
効
果
を
押
し
上
げ
る
。
公
共
工
事
の

施
工
時
期
の
平
準
化
（
ゼ
ロ
国
債
活
用
）
も

生
産
性
向
上
へ
大
き
く
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

２
月

日
に
は
圏
央
道
（
境
古
河
～
つ
く

ば
中
央
）
が
開
通
し
、
神
奈
川
県
か
ら
千
葉

県
に
至
る
一
都
四
県
が
結
ば
れ
る
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
進
捗
と
開
通
時
期
を
オ
ー
プ

ン
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
・
経
済
界
間
の
早

結
す
る
専
用
Ｉ
Ｃ
整
備
制
度
の
創
設
等
の
ほ

か
、
補
助
事
業
と
一
体
的
に
実
施
す
る
地
方

単
独
事
業
に
対
す
る
地
方
財
政
措
置
の
拡
充

等
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
ア
ク
セ
ス
道
路

整
備
等
の
地
方
が
抱
え
る
課
題
を
、
交
付
金

や
補
助
事
業
を
通
じ
て
、
国
が
重
点
的
に
支

援
す
る
も
の
だ
。
効
果
的
に
用
い
れ
ば
地
方

活
性
化
の
起
爆
剤
に
な
る
だ
ろ
う
。
既
に
手

当
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
向
け
の
荷
役
作

業
効
率
化
機
器
の
導
入
支
援
や
貨
物
・
旅
客

平
成

年
度
第
三
次
補
正

予
算
が
、
１
月

日
、
成
立

し
た
。
一
次
、
二
次
補
正
予

算
と
合
わ
せ
て
、
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
の
加
速
、
国
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
、
生
産
性
向
上
に
よ
る
成
長
力
強
化

等
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
等
が
進
展
す

る
。
２
月
か
ら
国
会
審
議
が
本
格
化
し
た


年
度
予
算
の
早
期
成
立
を
図
り
、
切
れ
目
の

な
い
、
効
果
的
な
予
算
執
行
を
通
じ
て
、
持

続
的
な
成
長
戦
略
の
推
進
を
期
待
し
た
い
。


年
度
予
算
案
で
は
、
新
た
に
、
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
を
対
象
と

し
た
Ｉ
Ｃ
ア
ク
セ
ス
道
路
補
助
制
度
、
集
約

化
・
撤
去
を
対
象
と
し
た
大
規
模
修
繕
・
更

新
補
助
制
度
、
高
速
道
路
と
民
間
施
設
を
直

詳しくは国土交通省ホームページで http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000793.html

平成年３月日(土) 時

横浜北線横浜北線

生麦～横浜港北開通生麦～横浜港北開通

～物流の効率化や災害時の信頼性向上～

平成年３月19日(日) 時

～周辺都市へのアクセス向上～

中部横断自動車道中部横断自動車道

六郷～増穂開通六郷～増穂開通

全国３箇所の道の駅で試行開始全国３箇所の道の駅で試行開始

【工事通行止め】

◇阪神高速１号環状線

信濃橋入口 平成29年2月1日(水)4:00～平成31年11月末(予定)

◇東名高速道路

横浜青葉IC下り線出口 2月25日(土)2月26日(日)各日23:00～翌4:00

◇中部横断自動車道

増穂IC～双葉JCT 2月20日(月)9:00～3月3日(金)6:00

増穂IC～白根IC 3月3日(金)6:00～3月6日(月)17:00

◇関門トンネル 3月7日(火)0:00～3月10日(金)24:00

◇徳島自動車道

土成IC～川之江東JCT 4月10日(月)～4月15日(土)各日20:00～翌6:00

4月17日(月)～4月22日(土)各日20:00～翌6:00

◇高知自動車道

高知IC～須崎東IC 4月10日(月)～4月15日(土）各日20:00～翌6:00

◇松山自動車道

大洲南IC～西予宇和IC 4月10日(月)～4月13日(木)各日20:00～翌6:00

工事規制

◇東名阪自動車道

四日市IC～鈴鹿IC 2月28日(火)19:00～3月1日(水)6:00
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